
■ お問い合わせ先

和歌山大学観光学会事務局

〒640-8510 和歌山市栄谷930  和歌山大学観光学部 観光実践教育サポートオフィス内
TEL 073-457-8553 E-mail tourism-er@ml.wakayama-u.ac.jp
HP http://www.wakayama-u.ac.jp/tourism/tourism_studies.html

2024年3月22日（金）
9時10分～16時15分

和歌山大学 西４号館
T-101教室、および 2階多目的スペース、
1階エントランスホール （和歌山市栄谷930番地）

〔プログラム（詳細は裏面参照）〕

◆ 2023年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表
（M2、および短期履修コース成果発表）

◆ 2023年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程 報告検討会
（D1、D2）〔ポスターセッション〕

◆ 2023年度 和歌山大学観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表

主催：和歌山大学観光学会

共催：和歌山大学観光学部



和歌山大学観光学会 第13回大会 プログラム

2024年３月22日（金）9時10分～16時15分

WUATS
Wakayama University
Association for 
Tourism Studies

和歌山大学
観光学会

9:00 ～ 9:10

9:10 ～ 9:15

9:15 ～ 9:30 特産品を活用した地域内連携に関する一試論　－クラフトビールを事例に－ 吉田　友之

9:30 ～ 9:45 世界文化遺産指定地域における住民構成の変化及び観光の問題に関する研究 王　元劭

9:45 ～ 10:00 Body & Emotion: An Autoethnography of the Japanese Solo Female Travelar 天田　南葵

10:00 ～ 10:15 観光研究におけるケアの倫理 尾鷲　那月

10:15 ～ 10:30
没入型観光商品が地域イメージに与える影響に関する研究
　―イマーシブシアターの事例研究において

蒋　若楓

10:30 ～ 10:45 ホスピタリティ産業従事者の余暇に対する認識と実態 杉嵜　聡紀

10:45 ～ 11:00

11:00 ～ 11:15
ヒップホップと観光地イメージの創出に関する研究
　－重慶市を事例に－

馮　斯琪

11:15 ～ 11:30
鉄道会社の男性キャラクターに関するジェンダー分析
　―JR東日本『STATION IDOL LATCH!』を事例に―

福岡　優介

11:30 ～ 11:45
日本におけるヨガツーリストの観光動機と行動
　ヨガツーリストの新しい類型構築に向けて

藤井　智子

11:45 ～ 12:00
Sustainable Tourism and Mobility in Small Island Destinations:
　Exploring Challenges Perceived by Local Stakeholders in Yoron Island

MARYAM SABRINA BINTI IZIHAN

12:00 ～ 12:15
〔優秀修士論文賞〕
Investigating the perceived service quality of Japanese ryokan:
　A netnographic examination of online reviews among American and Japanese tourists

牧　富久美

12:15 ～ 13:15

①　高野山の変容　―聖地の商品化と観光― 明山　文代

13:15 ～ 13:25
②　観光地域づくりにおけるツアーオペレーターの動向 梅田　勝利

③　都市農村交流事業における多様な人材による中間支援組織ー棚田保全活動を事例にー 中西　円香

13:25 ～ 13:55
④　潜在プロファイル解析を用いてインバウンド観光客におけるモチベーションに関する一考察　ー京都市を例にー 寇　露

⑤　人口減少社会における関係人口創出についての研究 城本　高輝

13:55 ～ 14:05
⑥　Smart Tourist Behavior in the Era of Smart Tourism 孫　昊

⑦　障害当事者の視点から⾒たユニバーサルツーリズムとは？ 
　　　−宇治市におけるトイレからの考察−

上村　明

14:05 ～ 14:35
⑧　ウエルネスウォーキングイベントが参加者のwell-beingと地域愛着に及ぼす影響 横山　誠

⑨　持続可能な農業と観光の視点－スイスのŒnotourismeを通して－ 井上　孝子

⑩　島嶼部における航空サービス供給と観光需要の均衡モデルについて QIAO XIAOLU

⑪　Preliminary Thoughts on the Philosophy of Tour Guiding 小島　宏毅

⑫　和歌山県における天文施設の利活用をめぐる一考察 澤田　幸輝

⑬　観光客の公共交通を活用した地域内周遊を促進する情報整備手法の検討に向けた予備的考察 野津　直樹

⑭　Performance turn in tourism: Tourism pledges and its possibilities in making heritage tourism responsible LE BAO NGOC

14:35 ～ 15:05

15:05 ～ 15:20 卒業論文賞、修士論文賞講評、ベストポスター結果発表 審査委員会委員

15:20 ～ 15:35
〔優秀卒業論文賞〕
Shining a Light on the Social Legacy of the 1970 Osaka Expo:
　A Half-Century of Residents’ Memories

望月　なぎさ

15:35 ～ 15:50
〔優秀卒業論文賞〕
世界自然遺産屋久島の自然地域におけるエコツーリズムの現状と課題の分析

田中　優芽花

15:50 ～ 16:05
〔最優秀卒業論文賞〕
Departures from Contingency:
　Ambiguity, Disclosure and Freedom in the Asian Female Tourist Experience

花井　佑果

16:05 ～ 16:15

受付、および準備
◆受付、および準備

◆開会
開会の辞

◆2023年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表（M2、および短期履修コース成果発表） 【各　発表12分、質疑応答3分】

休憩 （15分）

昼休憩 （60分）
◆2023年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程 報告検討会（D1、D2）〔ポスターセッション〕　【80分】

〔開始説明〕
〔プレビュー〕

〔奇数ブース発表〕

〔プレビュー〕

〔偶数ブース発表〕

閉会の辞

ネットワーキングタイム（ベストポスター投票集計）
◆2023年度 和歌山大学観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表　【各　発表12分、質疑応答3分】

◆閉会
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